
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

日 曜 【今月の予定】 
給食〇 

弁当◎ 

1 金 節分豆まき 〇 

2 土   

3 日   

4 月 年長児スイミング 〇 

5 火 みみちゃん教室・13：30 降園（年長児延長保育） ◎ 

6 水 年長児リズム 〇 

7 木 年少児リズム ◎ 

8 金 
マンダリンパイレーツ来園（年長児）10：30～11：30 

神様のお話 
〇 

9 土   

10 日   

11 月 建国記念の日  

12 火 
みみちゃん教室 

13：30 降園（年長児延長保育：卒園記念品作成砥部焼皿の絵付け） 

◎ 

13 水 卒園記念写真撮影 10：00～ 〇 

14 木  ◎ 

15 金 音楽会（詳細後日） バス送迎・預かり無し  

16 土   

17 日   

18 月 年中児スイミング 〇 

19 火 来年度新入児 1 日入園・13：30 降園（年長児延長保育） ◎ 

20 水  〇 

21 木 年長児サッカー紅白試合 10：30～ 見学できます。 ◎ 

22 金 年中児リズム参観日 〇 

23 土   

24 日   

25 月 年長児キラキラデー（詳細後日）年中・年少・満三歳児休園 ◎ 

26 火 みみちゃん教室・13：30 降園（年長児延長保育） ◎ 

27 水 年長児リズム参観日 〇 

28 木 オリンピック大会（詳細後日）・年少児リズム ◎ 

2 月のすすめ  

・友達を大切にし、優しい心の人になりましょう。 ・神様のように慈しみ深い心をもてるようになりましょう。 

・いばる心、自慢する心、よくばる心は、神様はお好きではありません。 

 

1 月にご協力いただきました献金は、皆様のおかげで 21，701 円集まりました。

温かいお志本当にありがとうございました。下記へ送金いたしました。 

＜児童福祉献金先＞カトリック高松司教区 高松市桜町 1 丁目 8－9 

2019.1.28 

海の星幼稚園 

＜マンダリンパイレーツ監督・選手来園・野球教室＞◎年長児対象 

 愛媛マンダリンパイレーツの地域貢献活動として、当園で、選手の方と一緒に少

し柔らかいボールを使って、バッティング・ストラックアウトなどを体験します。

雨天の場合は、ホールで行います。※保護者の皆様も自由に見学していただけます。 

 

 

【年長児リズム見学】 実施日：2月 27日(水)  

13:00～13:30 ゆり組・さくら組 

13:30～14:00 にじ組・ほし組・こすもす組 

【年中児リズム見学】 実施日：2月 22日(金)  

13:00～13:20 ゆり組・にじ組 

13:20～13:40 さくら組 

13:40～14:00 ほし組・こすもす組 

お子さんへの声かけや、撮影はご遠慮ください。 

 

＜卒園記念写真撮影及び注文について＞ 

◎卒園記念写真撮影日 2月 13 日（水）１０時～（欠席者は後日撮影します。なお、欠席者が多い場合は後日日を改めることもあります。） 

 ベスト着用で撮影します。園章・名札を左胸につけ、身だしなみを整えて登園してください。ブラウスの下からシャツ類がのぞかな 

いよう、また、ソックスもできるだけ白無地になるようご配慮ください。当日欠席の場合も、撮影だけでも参加したい場合は、時間までに 

来園してください。必ずその旨をお知らせください。但し、流行性の病気の方はご遠慮ください。 

◎卒園記念写真注文について 卒園アルバムには掲載いたしますが、別途購入される方は、1枚 850円で販売いたします。2月 4日（月）ま

でにクラス名・氏名を明記し代金を入れ、必ず封をして持たせてください。なお、つり銭の無いようご用意ください。1枚以上注文の方は必

要枚数をお書き添え頂き枚数分の代金を持たせてください。 

 

子どもの姿から学ぶ  ～小さなお友達を迎えて 第 1 回来年度新入園児招集日～ 

 先日、来年度海の星幼稚園幼稚園に年少児さんとして入園されるお子さんが幼稚園に遊びに来てくれた。前日から、“どんな子が来てくれ

るのかなあ…。”“僕、折り紙教えてあげよう。”“早く会いたいなあ…。”と楽しみにしていた在園児たち。そうして迎えた当日の朝。少々緊

張した表情で保護者に手を引かれ受付にやってきた小さなお友達。すると自然にその周りに集まってきた在園児たち。「いらっしゃい。」「は

い、名札どうぞ。」と笑顔でお出迎えをしてくれた。その後、各教室に入ると早速上靴を履かせてあげる子。「ボールが好きなの？じゃあお

兄ちゃんと外でサッカーしようか。」と誘いかける子。「チョキチョキ上手、上手。」とはさみの使い方を上手に教えてあげる子。途中不安そ

うな表情になった子には「お母さんに会いたくなったの？」と気遣う子…。とそれぞれが決して自分の思い通りに従わそうとするのではな

く、相手の思いに寄り添いながら見守り、手伝っていた。こうしたお兄さん、お姉さんたちと一緒に過ごしながらみるみるうちに笑顔にな

った。こうしたかかわりは当たり前に出来ることではなく、 

縦割り保育の中でかつて自分がしてもらった経験があるからだろうし、 

毎日の生活の中で年上の人・年下の人、様々な人との関わりを通して育った力だろうと思う。 

こうした子ども達の確かな育ちを改めて感じた。とても嬉しい 1 日だった。 


